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する情報や意見等についてであり、それらの全体的な概要と各 9 地域の特徴について整理している。 
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  1 ．高田町の仮設住宅 
  2 ．竹駒町の仮設住宅 
  3 ．横田町の仮設住宅 
  4 ．気仙町の仮設住宅 
  5 ．米崎町の仮設住宅 
  6 ．広田町の仮設住宅 
  7 ．小友町の仮設住宅 
  8 ．矢作町の仮設住宅 
  9 ．住田町の仮設住宅 
 Ⅰ 陸前高田地域再生支援研究プロジェクトの調査活動について 
 




 本年 8 月 6 日から 9 日、21日から24日を中心に 2 期に分けて、法政大学・明治大学・中央大学・
居住５年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 






















究科研究倫理委員会に審査を申請し、承認を得ている。（2015年 7 月21日付け 法政大学人間社会
研究科研究倫理委員会 研倫第150103_2号） 
 Ⅱ ５年目を迎えた仮設住宅における暮らしの概要 
 




 2015年 6 月末現在の陸前高田市の応急仮設住宅の状況は、表 1 のとおりとなっている。建設戸数
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 表１ 陸前高田市の応急仮設住宅の入居状況 
                        （2015 年 6 月末日現在） 建設戸数   2,168解体戸数      78供給戸数   2,090談話室       7集会所       3入居戸数   1,474入居者数   3.638空き住戸   616 倉庫      0 談話室     23 宿舎 県    0  市町村    55  国     0  ボランティア    10空室     528目的外使用 入居戸数     64 入居者数     86 
                     出典 岩手県復興局生活再建課  






 これまでの転出戸数は把握できたのは、約575戸(住田町含む)となっている。昨年の 8 月時点で
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あり方が重要な課題になってくると考えられる。この点で居住者の不安が高まらないよう市行政と
仮設住宅自治会との意思疎通や連絡調整が重要になってくる。 
 表２ 今回の調査で自治会長が把握している仮設住宅団地の概況 






























































































高田町 9/9 513 409 79.7 8 約95約65約60 68約65 8 5 約30 約60 約60 
竹駒町 5/5 271 230 84.9 16 27 19 13 38 25 7 1 6 39 29 
横田町 5/5 218 157 72.0 10 38 14 5 57 24 1 8 10 9 4 
気仙町 6/6 152 113 74.3  5 28 24 16 34 14 8 ７  4 5 5 
米崎町 6/8 249 168 67.5 12 84 42 29 49 35  6 ４ 11 24 6 
広田町 1/2 198 128 64.7 － － － － － － － － － － － 
小友町 3/5 235 124 52.8  8 71
18以上  5 107 数名 数名 0 数名 数名 0 
矢作町 5/5 153 109 71.2  6 26 14  5 40  9 1 0 0 0 7 
計 40/45 1438 1029 71.6 － － － － － － － － － － － 
住田町 3/3  88 51 58.0 8 23 不明 2 31  0 1 0 2 10 0 
合計 43/48 1526 1080 70.8 － － － － － － － － － － － 
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 宮城県名取健康福祉部子ども支援課の橋浦優子氏は、「いま小学校 1 、 2 年生の子どもは、震災
当時 2 、 3 歳だった。本来ならこの時期は、親との密接な関わりが最も大切なとき。ところが、親
はこれからの生活を考えるのに精いっぱいで、余裕をもって子どもと接する時間が取れなかった。
落ち着きのない子どもたちの言動は、そうしたことが関係しているかもしれない。」と推測してい
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 災害救助法に基づく仮設住宅は、もともと長期利用を想定しておらず、耐用期間は 2 年であり、
建設から 4 年以上が過ぎ、劣化し始めたのは当然と言える。 
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 （宮城 孝／法政大学） 
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岩手日報 2015（平成27年）8月 7日 「『逃げ地図』を活用  9 日に防災アートイベント」 
岩手日報 2015（平成27年）8月 8日 「避難経路 楽しく学ぼう」 
岩手日報 2015（平成27年）8月10日 「『キツネ』探して避難経路確認」 













   ツママレプロジェクトのポスター          避難路を歩く参加者  
 Ⅳ 外部支援団体等による取り組みについて 
 
減少する外部支援 
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がある程度増加することが予測される。      
 
高齢者と子どもの暮らし 
























 自治会長が復興住宅への入居等により、仮設住宅から転出し、自治会長が交替した団地が 2 ケ所
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 竹駒町では、竹駒小の校庭と滝の里工業団地内の市有地、4 箇所の民有地に合計 6 団地271戸の





 昨年 8 月から今年 7 月末までの間に、竹駒町の 6 団地から転出した戸数は、合計27戸である。住
宅団地別に見ると、沖ノ沢団地（竹駒小校庭）が15戸と最も多く、次いで相川・細根沢団地が各 3 
戸、滝の里・下壺団地が各 2 戸である。転出戸数の 7 割にあたる19戸は、防災集団移転事業以外の
民間の建売住宅などでの自力再建だった。従前居住地が竹駒町でなくても竹駒町に自力再建する世
帯が多く見られた。災害公営住宅に入居するため転出した住戸は、 4 戸に限られていた。一方、転
入住戸数は、滝の里団地の 8 戸など合計13戸で、そのほとんどが目的外使用の入居者であった。 
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空き住戸の利用と管理 









 竹駒町の仮設住宅には、独居老人が25人おり、そのうち15人が沖ノ沢団地、5 人が滝の里団地、 




 15歳未満の子どもは、未就学児が 6 人、小学生が39人、中学生が29人の合計74人が居住してい












 前回調査から 3 団地の自治会長が交替した。沖ノ沢団地は三代目で、近いうちに転出するため、
交替する。滝の里団地の自治会長は初代の自治会長が二代目に替わって復帰した。細根沢団地の自
治会長は2015年 4 月に就任している。 
居住５年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 
 - 155 -





















  基礎の補強工事とエアコン室外機（下壺）   談話室でのインタビュー風景（仲ノ沢） 
 ■横田町の仮設住宅 
はじめに 





度の自治会長の交替は 4 団地で行われており（再任含む）、状況が大きく変わった一年と言える。  
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  インタビュー風景（三日市団地）  アコーディオンカーテンの欠損部分確認（久蓮坪団地）  ■気仙町の仮設住宅 
はじめに 
 気仙町には今泉地区に 1 つ、長部地区に 8 つ、計 9 つ（194戸）の仮設住宅が建設されたが、長部
地区の防災集団移転促進事業による住宅団地（ 5 地区、 7 箇所）が順次完成し、居住者が減少して
きたこと、民有地の仮設住宅の一部では、地主の住宅再建等のために土地を明け渡さなければなら




 この 1 年間での転出は28戸、うち24戸が自力再建（集団移転、自己所有地）、災害公営 3 戸、派
遣職員の転出が 1 戸となっている。転入は16戸で、そのほとんど（15戸）が同じ気仙町内で解体さ
れた二日市第三仮設、要谷第二仮設、町裏仮設からの転居となっている。 






















 気仙町の仮設住宅 6 団地の合計で独居高齢者は14人、要介護高齢者は 8 人、障害者は 7 人が居住
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は、まだ 1 年以上は仮設住宅に居住せざるを得ない状況にある。 
 行政では、米崎町の復興まちづくりについて、5 月から 6 月に米崎町の各区で住民懇談会を行い、 















現代福祉研究 第16号（2016. 3） 
































































  インタビューの様子（和野団地） 
 
県による補強工事（鉄の板と棒による支え）                 （米崎小団地） 
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■広田町の仮設住宅 
居住者の転出入 
 広田町の地域には、広田小学校仮設住宅、広田旧水産高校仮設住宅、長洞仮設住宅の 3 つの仮設
住宅があった。現在は、長洞仮設住宅が撤去され、 2 つの仮設住宅が残っている。 











ことが予定されている。また、現在地区内で 2 棟の災害公営住宅が着工されており、2016年の 4 月
あたりに入居が開始されることが見込まれており、その際に多くの転居があると考えられる。 







































 小友町は平成27年 8 月31日現在、世帯数742世帯に、2,061名の方が居住しているが、そのうち確
認できているだけでも128戸の仮設住宅で住民の方が、今も生活を続けている。 





 今回は、インタビューを実施できなかった三日市、矢の浦仮設を除く 3 つの仮設住宅の自治会長
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 ここ 1 年、どの仮設も転出者が急増している。前述したように、自力再建をはじめ、整備が進ん
だ公営住宅への移転が目立つ傾向である。また高齢の方については、家族や親戚先への移転なども
見られる。 
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高齢者と子どもの暮らし 
 今回インタビューができた 3 つの仮設ではいずれも、高齢者と子どもの数は大幅に減っているこ
とがわかった。 
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 矢作町の仮設住宅は、 5 つの仮設団地から構成され当初153戸が供給された。2015年 8 月現在、
前年の居住率は90％近かったが、昨年から今年にかけて自力再建と災害公営住宅へ移転する世帯
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前高田市からの入居者である。2015年 8 月 6 日現在、 3 団地は合計88戸が現地に所在し、そのうち
51戸が居住用に利用されている。従前居住地別の内訳は、高田町25戸、気仙町 9 戸、小友町 2 戸、
竹駒町・米崎町・広田町が各 1 戸、大船渡市 2 戸、気仙沼市 1 戸、目的外使用が 8 戸となっている。 
 
居住者の転出入 
 昨年 8 月から今年 7 月末までの間に、住田町の 3 団地から転出した戸数は、合計23戸だった。昨
年 7 月末までの 1 年間の転出戸数（15戸）の約1.5倍にあたる。住宅団地別に見ると、中上団地が




 雪深い中上団地では雪捨て場を確保するため、昨年 7 月末までに空き家 3 戸が解体・撤去されて
空き住戸風除室には入りきらなくなった住民の生活用品を保管も（矢作・愛宕下団地）。 自治会長が懸命の取組みを生き生きとお話しくださる。みんな引き込まれて笑顔も。              （片地家団地） 
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 住田町の仮設住宅には独居老人や障がい者はいないが、要介護の高齢者が 1 人いて、住田町のデ
イサービスを利用している。 
 15歳未満の子どもは、未就学児が 2 人、小学生が10人の合計12人が居住している。前回調査から 
4 人減ったが、各団地に 3 人以上住んでいる。 
 高校生は、前回調査と同様、本町団地に 3 人いるが、世帯分離して住戸を 2 戸使っている。住田
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自治会活動・外部支援について 
 自治会長は、 3 団地とも入居当初から替わらず同じ人が務めているが、居住者の減少により自治
会活動にも変化が生じている。 
 住戸数の多かった中上団地では、当初 7 班体制だったが、居住者が減少したので2014年 2 月から 
























空き地に建てられた「みんなの舞台」（中上団地）  空き住戸が半分占めている（火石団地） 
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